
Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 年度

更新及び新規整備
が必要な暖房器具
の割合を13.3％か
ら0％に引き下げ
る

未整備台数÷整備
を要する台数（30
台）

成果実績 ％ 0

目標値 ％ 0

達成度 ％ 100%

評価年度の設定理由

劣化状況を踏まえた整備を実施し、学校環境の改善を図るため、毎年度評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策と目標

吉賀町教育振興計画（平成28年4月～平成33年3月）
　基本理念　「ふるさとでの学びや体験をもとにした、明日の吉賀町支える人材育成」
　　4.学習環境の構築における支援体制の整備
　　　1）学びに適した学習環境の構築
　　　　（2）学校配置及び学校施設整備
　　　具体策：補助金を活用した教材・遊具等の整備

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 吉賀町

交付金事業実施場所 七日市小学校（吉賀町七日市）、六日市中学校（吉賀町六日市）、吉賀中学校（吉賀町七日市）

交付金事業の概要

冬季の学校においては、授業環境、とりわけ温度調節において業務用石油ストーブを使用しています。しかし、経年劣化
により使用できなくなるものもあり、計画的な更新が必要です。
平成29年度の教頭会において定められた整備要望計画（令和元年度見直し）に基づき整備を進めることとし、本年度は吉
賀中学校に２台、六日市中学校に１台、七日市小学校に１台石油ストーブを購入します。
一方、夏季の学校においては、夏季休業後も猛暑日が増え暑さ対策に苦慮しており、エアコン整備が急務です。本年度は
七日市小学校通級教室にエアコン１台を設置します。
加えて、六日市中学校の特別教室において、カーテンの経年劣化により学校運営に支障をきたしていますので、遮光カー
テンを整備（更新）します。
これらにより児童・生徒の学習環境の改善を図ります。

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

学校環境改善用施設備品整備事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 1,197,020

エアコン設置 随意契約（少額） 北陽電気工事株式会社（益田市） 770,000

交付金事業の担当課室 吉賀町教育委員会

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 吉賀町教育委員会

358,560 622,800 1,000,000

交付金事業の契約の概要

カーテン整備 随意契約（少額） 古永ふとん店（吉賀町） 225,500

石油ストーブ購入 随意契約（少額） 有限会社ふれあいショップのうみ（吉賀町）

総事業費 358,560 629,790 1,197,020

交付金充当額 358,560 622,800 1,000,000

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和元年度

7 4

達成度 ％ 100 100 100

令和2年度

石油ストーブの整備台数

活動実績 台 8 7 4

活動見込 台 8

201,520


